
北九州市教育委員会指導部

特別支援教育課

北九州市教育委員会による
音声教材普及促進の取組

～マルチメディアデイジー教科書の導入～

令和元年度音声教材普及促進会議
（九州・四国・沖縄地区）
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本日の内容

１
•SDGs未来都市 北九州市

２
•北九州市の学校・園

３
•北九州市の特別支援教育

４
•北九州市の音声教材普及促進の取組

5
•マルチメディアデイジー教科書の啓発・広報
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北九州市HP（https://www.city.kitakyushu.lg.jp）より

１ SDGs未来都市 北九州市

3

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/


北九州市観光サイト「ぐるリッチ！北Q州」（https://www.gururich-kitaq.com）より
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北九州市観光サイト「ぐるリッチ！北Q州」（https://www.gururich-kitaq.com）より
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学校・園 校・園数

幼稚園 ４

小学校 130

中学校 ６２

特別支援学校 ８

高等学校 １

計 205

2 北九州市の学校・園

R元．５．１現在
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北九州市の教育
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北九州市の教育
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踏まえた



北九州市立特別支援学校は８校

小倉北特別支援学校

門司総合特別支援学校

八幡特別支援学校

北九州中央高等学園

小倉南特別支援学校

小池特別支援学校

小倉総合特別支援学校

八幡西特別支援学校

他にも、
北九州市内に、福岡県立特別支援学校が
２校あります。
（視覚特別支援学校・聴覚特別支援学校） 9

知的障害
特別支援学校

肢体不自由
特別支援学校

総合
特別支援学校

（知的・病弱）
（肢体・病弱）



小学校

１１１校（２５１学級）

在籍児童数 １３９５人

（１３０校）

 特別支援学級の学級数

○知的障害
○自閉症・情緒障害
○難聴

北九州市の特別支援学級（小学校）

令和元年５月１日現在
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中学校

 特別支援学級の学級数
○知的障害
○自閉症・情緒障害
○難聴

（６２校）

５４校（１１２学級）

在籍生徒数 ５７１人

令和元年５月１日現在

北九州市の特別支援学級（中学校）
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１９校３０教室

令和元年５月１日現在

特別支援教室(校内通級) 小倉北区21校（拠点校:清水小学校)     八幡西区 浅川中学校

北九州市の通級指導教室

種 別 区 設置校 種 別 区 設置校

言 語 八幡西 黒崎中央小学校 ＬＤ・ＡＤＨＤ 門 司 大 里 東 小 学 校

難聴・言語 八幡東 八 幡 小 学 校 ＬＤ・ＡＤＨＤ 小倉南 広 徳 小 学 校

難聴・言語 小倉北 菊 陵 中 学 校 ＬＤ・ＡＤＨＤ 小倉南 吉 田 小 学 校

難聴・言語 八幡東 中 央 中 学 校 ＬＤ・ＡＤＨＤ 若 松 二 島 小 学 校

情 緒 八幡東 枝 光 小 学 校 ＬＤ・ＡＤＨＤ 八幡西 青 山 小 学 校

情 緒 八幡西 赤 坂 小 学 校 ＬＤ・ＡＤＨＤ 八幡西 大 原 小 学 校

情 緒 八幡西 筒 井 小 学 校 ＬＤ・ＡＤＨＤ 八幡西 楠 橋 小 学 校

情 緒 小倉北 思 永 中 学 校 ＬＤ・ＡＤＨＤ 戸 畑 一 枝 小 学 校

弱 視 戸 畑 天 籟 寺 小 学 校 ＬＤ・ＡＤＨＤ 八幡西 引 野 中 学 校

ＬＤ・ＡＤＨＤ 八幡西 本 城 中 学 校
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「特別支援教室」とは、児童生徒が通級指導教室の設置校へ通うことなく、在籍校で巡回指導教
員（通級指導教室担当者）から「自立活動」の指導を受けるという、通級による指導の新しい形態
です。
今年度は、小学校では小倉北区をモデル地区に指定し、区内の全ての小学校に「特別支援教室」
を設置して担当者による巡回指導を行います。
中学校では八幡西区にモデル校１校を指定して「特別支援教室」を設置し、校内で通級による指
導を行います。
令和２年度以降は、準備の整った区から順次実施を進めていく予定です。

校 種 種 別 区 実施校及び実施方法

小学校 言 語
難聴・言語
情 緒
ＬＤ・
ＡＤＨＤ

小倉北区
清水小学校に巡回指導教員を５名
配置し、小倉北区内の小学校を巡
回指導します。

中学校 八幡西区
浅川中学校に担当教員を１名配置
し、在籍生徒を対象に自立活動の
指導（校内通級）を実施します。

北九州市の通級指導教室
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３ 北九州市の特別支援教育
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約２倍

北九州市の就学相談会申込数の推移
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【特別支援教育の理念】

• 障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた
主体的な取組を支援するという視点に立ち、一人一
人の教育的ニーズを把握し、そのもてる力を高め、
生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切
な指導及び必要な支援を行うもの

• これまでの特殊教育の対象の障害だけでなく、知的
な遅れのない発達障害も含めて、特別な教育的支援
を必要とする幼児児童生徒が在籍する全ての学校に
おいて実施されるもの

• 障害の有無やその他の個々の違いを認識しつつ様々
な人々が生き生きと活躍できる共生社会の形成の基
礎となるもの

北九州市特別支援教育推進プランについて
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一人一人に着目した連続性のある指導支援の充実

教員の専門性の向上

相談支援体制の整備

障害者理解の促進

施設・設備面の整備

「５つの視点」を踏まえた施策の推進

目 指 す 方 向 性

可能性を生かす・引き出す教育 「わかる」・「できる」喜び

互いの人格や多様性、
個性の尊重

環境の整備 障害者理解の促進

子どもたちの
生きる力

共生社会の
形成
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特別支援教育の対象と三段階の支援

「学校心理学」（石隈 1999）を改編
【北九州市特別支援教育推進プラン「５つの視点」を踏まえた特別支援教育推進体制のイメージ図】

特別支援教育は、通常の学級・通級指導教室・
特別支援学級・特別支援学校全ての学びの場で実施

施設・設備面の整備 相談支援体制の
整備

一人一人に着目し
た連続性のある

指導・支援の充実

教員の専門性の向上、
外部人材等の活用

障害者理解の促進

● 全ての子どもにとって学びやすい環境づくりと授業力向上

（通常のカリキュラムの中でできる個別の配慮や「分かりやすい授業」づくり、支援を求め

やすい雰囲気のクラスづくりなどの工夫)

● 相互理解の促進 ● 学校・家庭・地域との連携

● 子どもの「サイン」に早く気付いて、早く対応

・ 家庭との連携（保護者への十分な情報提供、寄り添い等）
・ 特別支援教育や様々な教育的ニーズに関する一定の知識と理解の推進

（研修の充実） ・ 教材・教具や提示方法等の工夫
・ 十分な実態把握 ・ 専門機関等への相談

● 特別な教育的ニーズに応じた支援の実施、 教育環境の整備

・ 家庭との連携（保護者への十分な情報提供、寄り添い等）

・ 専門機関等との連携 ・ 専門性の向上（研修の充実）
・ 担当する教職員へのサポート ・ 外部専門家等の配置・活用
・ 教材、教具等の工夫 ・ 交流及び共同学習の推進
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特別支援教育コーディネーター
の主な仕事内容は、次の４つで
す。
① 校内委員会での推進役
② 担任支援
③ 関係諸機関との連絡調整
④ 保護者の相談窓口

学校の職員の中には、
・特別支援学級補助講師
・特別支援教育学習支援員
・特別支援教育介助員

が含まれます。
学校の状況や必要性に応じて
配置され、通常の学級や特別
支援学級に在籍する児童生徒
の学習面・生活面の補助や介
助を行っています。

校内支援体制の充実について

スクールソーシャルワーカー
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「心のバリアフリー推進事業」～７行政区での実践～
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特別支援学校・特別支援学級合同作品展
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•H30年9月～H31年3月までの実績

申請 ２３校 ９０名

（利用率１１．４％）

４ 北九州市の音声教材普及促進の取組

北九州市教育委員会
特別支援教育課

公益財団法人
日本障害者リハビリテーション協会

北九州市立
小・中・特別支援学校

申請書 許可書
（IDパスワード）

一括申請

許可

校務支援
システム

【教育委員会による一括申請】
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・ 全小・中・特別支援学校の各教室にデスクトップ型

PCと大型テレビを設置

・ 全小・中・特別支援学校に

1台ずつ電子黒板を整備

（学校予算で複数の設置も可能）

・ 全小・中・特別支援学校に

校務支援システムを導入

北九州市立学校のICT環境

【ICT環境整備の現状】
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・ 平成３０年度 ICTリーディングスクール（小・中学校

４校）にタブレットを整備

・ 令和元年度 市内全中学校・全特別支援学校にタブレ

ットを整備（予定）

・ 令和２年度 市内全小学校にタブレットを整備

（計画）

北九州市立学校のICT環境

【タブレット端末の整備】

24



H29年度

H30年度 前期

H30年度後期

マルチメディアデイジー教科書導入まで

導入の検討

申請システ

ムづくり

申請

活用

環境整備

音声教材普及促進会議への参加

北九州市音声教材普及促進研修
会の実施

定例校・園長会議で周知

校務支援システムで、申請方法等一斉配信

学校からの申請受付開始

音声教材用視聴用PCの購入

音声教材用視聴用PCの設置

各種研修会等での啓発

Facebook等での広報

マルチメディアデイジー教科書の教育委員会一括申請

シ
ス
テ
ム
づ
く
り

申請書・許可書様式の検討・作成 モデル校へ導入依頼

モデル校での活用の視察
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定例校・園長会議で周知

校務支援システムで、申請方法等一斉配信

全小・中・特別支援学校への周知

・指導主事による口頭説明
・文書・資料の配付
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音声教材のデータ
サンプルが教育セ
ンターのこのパソ
コンで、いつでも
視聴できるように
なりました。

【教育センター302室 教育実践サポート室】

音声教材「マルチメディアデイジー教科書」について

【マルチメディアデイジー教科書 とは？】

通常の教科書と同様のテキスト、画像を使用
し、テキストに音声をシンクロ（同期）させて読
むことができるものです。ユーザーは音声を聞
きながらハイライトされたテキストを読み、同じ
画面上で絵をみることもできます。

小学校４年生国語 「ごんぎつね」より

学校でも音声教材
データをダウン
ロードすることが
できます。詳しく
は特別支援教育課
へお問合せくださ
い。

全小・中・
特別支援学
校へ配付



【記入例】 様式　１

■申請種別
記入日 平成 30 年 ○ 月 ○ 日

■申請者情報

学校名 学校

校長(承認者)名

担当者(管理者)名

特別支援教育コーディネーター名

■利用者情報(５名以上の希望がある場合は、枠を増やすか、別葉に記入してください。)

利用児童生徒氏名 学年

○○　○○ 小１年

△△　△ 小４年

■端末情報
パソコン等の設置場所

１の１教室

知的学級教室

■確認事項

はい

はい

はい

音声教材・マルチメディアデイジー教科書使用申請書

　・　マルチメディアデイジー教科書は通常の教科書と併用ができます。
　・　利用対象は、読みに困難さがある児童生徒です。
　・　学校長の申請承認後、校務支援システムメールにて、特別支援教育課担当者宛に送付してください。
　・　申請後、学校・学年のログインIDとパスワードをお知らせします。各学校及び家庭で必要な教科・単元
      の教科書データを直接ダウンロードしていただきます。
　・　併せて、マルチメディアデイジー図書「わいわい文庫」の活用を希望する学校には、製作団体より別途
      CDが配付されますので、以下の項目の「はい」を選んでください。
      (配布後に受領証の提出が必要です。)

　北九州市立　北九小

小倉　太郎

戸畑　花子

八幡　次郎

在籍 読みの困難さの主となる状況(プルダウンから選択)

通常(通級) C. 特殊音節を読むのが苦手

知的学級 A. 逐次読みになってしまう

管理番号 担当教員　 使用する学年

PC001 A教員 小１年

PC100 B教員 小３年

１　教科書等を読むことが困難な児童生徒が在籍している。

2   読みが困難な児童生徒のみが利用対象である。

3   申請したパソコン端末以外での活用をしない。

【各学校】➡【教育委員会】

音声教材・マルチメディアデイジー教科
書使用申請書

■申請者情報
・ 学校名
・ 担当者氏名 等

■利用者情報
・ 利用児童生徒の在籍
・ 読みの困難さの主となる状況 等

■端末情報
・ PCの管理
■確認事項

児童生徒の利用の
目的が明確になり

ます。
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様式　２

■申請者

学校

校長 様

■利用者情報 ■端末情報
学年 管理番号PC等の設置場所在籍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北九州市教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別支援課長　山田　浩司

                                                      令和　　年　　月　　日　　

　北九州市立

利用児童生徒氏名

　下記の児童生徒を対象として申請された端末による、貴校のマルチメディアデイジー教科書の
使用を許可します。使用期間は令和２年３月３１日までです。

　貴校のマルチメディアデイジー教科書の利用パスワードは以下のとおりです。別紙の手順に
従って、活用してください。

学校名 パスワードログイン名用途

音声教材・マルチメディアデイジー教科書使用許可書

　・　貴校の学校・学年のログインIDとパスワードを以下のとおりお知らせします。
　・　別紙手順に従って、各学校で必要な教科・単元の教科書データを直接ダウンロードしてく
　　　ださい。
　・　マルチメディアデイジー教科書の活用方法について、当該児童生徒及び保護者と十分に
　　　検討してください。
　・　併せて、マルチメディアデイジー図書「わいわい文庫」の活用を希望した学校には、製作
　　　団体より別途CDが配付されます。(配布後に受領証の提出が必要です。)

【教育委員会】➡【各学校】

音声教材・マルチメディアデイジー教科
書使用許可書

■利用者情報
・ 利用児童生徒の在籍 等
※ 申請書とリンク

■端末情報
・ PCの管理
※ 申請書とリンク

■パスワード
・ 学校IDパスワード
・ 学年IDパスワード

学年パスワードを
使えば家庭学習で
も活用できます。
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北九州市教育委員会 特別支援教育課

音声教材「マルチメディアデイジー
教科書」のダウンロード方法

申請許可証
とともに
小・中・特
別支援学校
へ配付



【方法１】 ブラウザでダウンロードして再生する方法

１ 「マルチメディアデイジー教科書」で検索

http://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/book/daisytext.html

２ 見出し「マルチメディアデイジー教科書」をクリック

３ 見出し「WindowsPCで

使用する」をクリック

４ 「ブラウザでダウンロ

ードして再生する」を

クリック

31
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５ ブラウザで次のURLを開く

https://sb.jsrpd.jp/login

６ 学校に配付されたログイン名とパスワードを入力

※「校内用」のログ

イン名等では全

学年のデータを

検索できます。

※「小学３年生」

は、小１から小

３までのデータ

を検索できます。
32
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1２ 文字の大きさや声のスピード、ハイライトの色も変え

ることができます。

※ 学年用パスワードを使って、児童生徒の家庭でもデータを
ダウンロードすることができます。

再生・停止
声の大きさ

文字の
大きさ

ハイライト
の色

ページを
選ぶ
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５ マルチメディア・デイジー教科書の啓発・広報

【「マルチメディアデイジー教科書」視聴ブース】

北九州市立教育センター 教育実践サポート室
（北九州市八幡西区相生町20番1号 ℡：093-641-1775）
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マルチメディア・デイジー教科書の啓発

【「日本点字図書館」作成の
冊子の活用】

社会福祉法人
日本点字図書館 HP参照
（https://www.nittento.or.jp）

35
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平成３０年12月11日
北九州市立教育センター

講師
日本障害者リハビリテーション協会
情報センター 吉広 賢史 氏

講話
「デイジー教科書提供の取組 ～デイジーによる「読み」の支援～」

【音声教材「マルチメディアデイジー教科書」普及促進研修会】

マルチメディア・デイジー教科書の啓発
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音声教材普及促進研修会参加者 人数

小・中学校通級指導教室担当者 ３６名

小学校教員（教頭・教務主任・特別支援学級担任） １０名

中学校教員（生徒支援担当・特別支援学級担任） ２名

特別支援学校教員（教務主任・支援部担当教員） ４名

教育委員会（特別支援教育課長・指導主事） ４名

合計 ５６名

実践編
「デイジー教科書を
実際に使ってみよう」

PCでハイライトの色を変えて

タブレットにタッチして37



【北九州 市政だより】

マルチメディア・デイジー教科書の広報

・毎月２号発行
・「人権週間」に関連付けて、視聴体
験の案内を掲載

38



マルチメディア・デイジー教科書の広報

【他部局との連携: 子ども家庭局研修会】

（日本リハビリテーション協会HPより抜粋）
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【北九州市教育委員会Facebook】
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マルチメディア・デイジー教科書一括申請の成果と課題

【成果】

・様々な学びの場での利用

（通級指導教室、特別支援学級、特別支援学校 等）

・H30年9月～H31年3月までの利用実績:

23校、90名の児童生徒

・家庭学習との連携強化

・現場の声「学習意欲がアップした!」

「自信をもって読めるようになった!」
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マルチメディア・デイジー教科書一括申請の成果と課題

【課題】

・「デイジーポット」の活用

（R2年度、新校務支援システムへ改定予定）

・タブレット端末での活用

（R2年度、タブレット端末の完全整備予定）

・児童生徒の活用事例の共有

・活用の効果検証
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ご清聴ありがとうございました
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